寒地未来生活環境研究所の活動報告 by 真田 博文
寒地未来生活環境研究所の活動報告 
所長名 真田 博文（工学部・情報工学科） 
１．研究所の運営方針 
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日本食品工学会第 20 回（2019 年度）年次大会(令和元年
8 月 7 日(水)～8 日(木))にて国内学会発表 3 件、また、
北海道大学農学部で開催された 18th Asian Pacific 
Confederation of Chemical Engineering Congress 
(APCChE 2019) (令和元年 9 月 23 日(月)～27 日(金))にて




































～5.0 m/s とした。実験風速 3.0m/s および 4.0m/s におけ
る実験時間 5 min の雪庇形成状況を図５に示す。なお、
SfM に基づいて雪庇形成状況の 3D モデルを生成した。風
速 3.0 m/s の場合をみると、雪庇が発達している様子が
わかる。風速 4.0 m/s の場合においても、雪庇が形成さ



















































に第 9 回を開始した。第 10 回となる 3 月の開催は、新型
コロナウィルの感染予防の観点から、中止となった。 
第 9 回の開催においては、申込者は 162 名であった。
そのうち内訳は、継続参加者 135 名、新規参加者 27 名で
あった。実際の参加者数は、継続参加者 114 名、新規参
加者 26 名の合計 140 名であった。それに対応すべくスタ
























































図６ PIV 試験の様子 
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